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ありがとう 
                               校長 五十嵐 守男 

卒業式が終わったこの時期の中学校は、いつもより静かです。卒業していった３年生の言葉や姿

を思い浮かべながら、令和３年度を振り返ってみます。 

「私たちが頑張っている姿、成長した姿を、たくさんの人に観て

もらいたかった！」 

特に、体育祭や音楽祭が終わった後、多くの生徒が話してくれていた

言葉です。職員も、同じ思いです。今年度も、多くの機会、時間、空間

が奪われました。それでも、前を向いて頑張る生徒たちの姿に、何度も

励まされました。 

「大丈夫です。延期ぐらい。体育祭は、あるんだから。なくなるわけじゃないし。」 

天気予報を見ながら、体育祭の実施について相談していた時、延期に

よるモチベーションの低下を心配する職員に、団長が言ってくれた言葉

です。前を向く力。物事を、ポジティブに考える力。たくましさを感じ

ました。私たちがコロナ禍で身に付けることができた力があるとすれ

ば、これなのかな、と思っています。 

「学校のルールは、私たち生徒のものです」 

 校則見直し実行委員会の時に、生徒会長が言ってくれた言葉です。「予測不能な時代」「自らが判

断し、行動しなければならない時代」を、私たちは生きていきます。「禁止」と「許可」とで管理さ

れるだけでは、自ら判断し、行動できる力は身に付きません。もちろん、命、安全、人権などに関

わることは、大人の責任でしっかりと管理しなければなりませんが。「生徒と職員が共に創ってい

く学校」を目指して、歩みを進めます。 

「私たちは、城西中の代表として、また、これまで同じ競技を志し、

切磋琢磨してきた上越地区の仲間の代表として、県大会に挑んでき

ます！」 

 県大会の壮行式で、ソフトボール部長が宣誓してくれた言葉です。彼女

は、他校のソフトボール部員を「仲間」と言ってくれました。とても素敵

な宣誓でした。フェアプレー精神とはこうあるべき、と改めて教えられた

時間でした。 

（笑顔と）「ありがとう」 

 特別支援学級に在籍するＡさんは、いつも笑顔で、皆に愛される存在です。職

員と共に、言葉の学習や気持ちを伝える学習を頑張っていました。彼はいつも、

私が声をかけると、なぜか「しょぼん」という言葉を（笑顔で）返してくれるので

す。「彼から見ると、私は『しょぼん』とした感じなのかな」などと悩みながらも、

彼の笑顔を見るのが楽しみでした。進路が決定した日、彼は私の「おめでとう」に

初めて、「ありがとう」の言葉を、やはり笑顔で返してくれました。彼の笑顔と、

一所懸命学んだ「ありがとう」の言葉がとても嬉しく、私も笑顔になれました。 

 たくさんの宝物を残して、159名の３年生が巣立っていきました。きっと、その姿や言葉を胸に、

後輩たちが、新たな城西中学校の歴史を創っていってくれるでしょう。 

 学校だより  第１１号 啐（そつ）とは、鳥が卵からかえるとき、殻の中で雛

が鳴くこと。啄（たく）とは、親鳥が外から殻をつつく

こと。両者相呼応した、逃すべからざる好機をいう。当

校では、啐啄の精神から大きな成果が生まれると考え、

職員玄関に掲額している。 

令和４年３月１５日 

上越市立城西中学校 
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 朝方にちらついた雪も止み、時折明るい陽射しを感じる中、第 57回卒業式が行われまし

た。今年度も、体育館と１、２年生の教室をリモートでつなぎ、体育館で見守ってくださ

った保護者の方々と共に、３年生の卒業を祝いました。堂々たる姿、体育館に響き渡った

歌声。３年生は立派な態度で卒業していきました。今まで卒業生を見守ってくださった保

護者・地域の皆様ありがとうございました。 
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今年度は学級ごとにアイディアを練り、３年生への感謝の気持ちを表しました。１、２

年生から３年生へのメッセージビデオ、２年生の感謝の言葉がつづられたカレンダー、廊

下に掲示された手作りの花束、思い出の写真掲示など、見た人に驚きと喜びを与える作品

になりました。また、４日は１年生と２年生が一生懸命に卒業式の準備を行いました。自

ら仕事を見つけ、どんどん準備を進めていく姿に、卒業生への思いが感じられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

先生方へ、後輩へ、そして共に過ごした仲間へ、３年生から感謝の気持

ちを込めたメッセージが校内に掲示されました。どのメッセージも、温か

く心のこもった言葉でつづられていました。 

○私たちが見えないところでいろんな仕事をしてくださってありがとうござ 

いました。安全に学校生活を送ることができたのは用務員さんのおかげで 

す。体に気をつけてこれからも頑張ってください。【用務員さんへ】 

○中学校で大切にしてほしいことは怖がらないでチャレンジすることです。 

チャレンジしてみると意外と成功します。失敗しても「楽しい」と思える 

ことが多いです。どんどんチャレンジしてください。【後輩へ】 

○俺が困ったりつまずいたりしたときにはしっかり助けてくれて支えてくれ 

たのはとても嬉しかったし、助かった。【共に過ごした仲間へ】 

 

 

 

卒業記念品として、暗幕６枚を贈っていただきました。大切 

に使わせていただきます。本当にありがとうございました。 

３年生へ～感謝の思いを込めて～ 

 

卒業記念品～３年生からの贈り物～ 
 

３年生からメッセージ 

 

卒業式の準備中 

3 年間の思い出の写真を掲示 

毎日増えていったメッセージ 

生徒玄関を華やかに飾るお花たち 

３年教室前廊下に飾られたお花 
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19日（火）全国学力テスト（３年） 

20日（水）内科検診（３年） 

22日（金）歯科検診 

25日（月）眼科検診②（２年） 

26日（火）発育測定 

27日（水）内科検診（１年） 

28日（木）尿検査１次 

29日（金）昭和の日 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜男子バスケットボール部＞       ＜女子バスケットボール部＞ 

 阿賀野カップ      １位      阿賀野カップ        ４位 

第 42回書写技能認定書き初めの会       

会長賞   ３年３組 ●● ●●   ２年１組 ●● ●●  

１年５組 ●● ●●   １年３組 ●● ●● 

第 62回新潟県児童生徒絵画・版画コンクール  

版画部門  村山賞    ２年１組 ●● ●●    １年２組 ●● ●● 

Debut!2022版表紙作品コンクール     

五十嵐史帆賞   ２年５組 ●● ●● 

 

 

４日（月）教材販売 クラス発表 

   ７日（木）始業式 新任式  

入学式 PTA入会式 

８日（金）給食開始 

13日（水）交通安全教室（１年） 

14日（木）NRTテスト 

15日（金）知能検査（１年）生徒会入会式 

18日（月）眼科検診①（１年） 

4月の予定 

各種大会・コンクールの記録 

 

 

生徒たちがアイディアを出し、企画・運営を行ったレクリエーション、題して「39（サンキュー）

フェスティバル」が３月９日に行われました。運営する生徒とお客さんになる生徒に分かれ、役割

を交代して楽しみました。たくさんのお客さんに来てもらおうと、それぞれの班で CMやポスター、

道具を手作りして当日に備えました。「ぐるぐるスリッパ飛ばし」「ストラックアウト」「ぴったり

ゲーム」など、工夫を凝らしたたくさんのゲームをみんなで楽しみました。 

１年 39 フェスティバル！ 

受付もかわいらしくアピール はしで豆をつまむ競技中 

手作りの輪ゴム鉄砲が大活躍 


